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第１回 「核兵器の非人道性」オスロ会議の報告（2013 年 4月 11日） 
講師／長崎原爆病院院長・RECNA 客員教授 朝長万左男  
 





































































セッションごとに 15～20 か国ぐらいの代表が 3 分程演説をするが、その大半は、核爆発
のもたらす非人道的結末に対する認識を新たにし、根本的な解決は核兵器の核廃絶以外な
いというものだった。インド代表やイラン代表も、核兵器の非人道性を認める発言をしてい
る。会議の終了間際には、メキシコが、近い将来フォローアップ会議を引き受けるというこ
とを表明し、満場の拍手で迎えられた。 
アイデ議長は閉会演説で、会議を通じて浮かび上がってきたことを次のように総括した。
まず、核爆発により一瞬で引き起こされる人道上の危機に対して、いかなる国家や国際団体
も十分に支援することはできないということ。また、支援を事前に準備しようとする試みも
恐らく不可能であること。さらに、広島、長崎や数々の核実験の経験から、核兵器のもたら
す壊滅的な影響が明らかになってきたが、冷戦が終結しても、核兵器の潜在的な脅威は変わ
らず存在し続けているということ。たった一回の核爆発であっても、戦争や誤爆、テロなど
の原因を問わず、地球的規模で重大な影響を与えるのである。 
オスロ会議全体としては、核の非人道性を認めるコンセンサスが形成された。しかし、今
後どのように進むべきかということについて、具体的な取組みを提案する国は見られなか
った。これは、核兵器の非人道性から非合法化
に向かう難しさを示していると言える。人道法
の枠組みの中で、核兵器の非合法化をいかに進
めていくのか。5P が唱え、また、日本のように
段階的に核軍縮をしつつ、究極的な核兵器廃絶
を目指す国々を束ねる枠組みとして現在の
NPT 体制があるが、体制内の動きとともに、そ
の外側で今回の国際会議のような新しい潮流
が生まれてきたのは、歴史的に意義深いことで
ある。しかし、その潮流の具体的な方向性は、まだ見通せない。非人道的兵器である核兵器
の必要悪としての役割に、とどめを刺さなければならない。次回のメキシコが開催するフォ
ローアップミーティングで、具体的な方向性が出てくることを期待したい。 
 
（写真キャプション） 
・市民講座の会場風景 
